
【特別報告】

パレスチナに連帯を
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パ
レ
ス
チ
ナ
の
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
は
今

─
２
０
２
３
年
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て

小
林
和
夫
／
こ
ば
や
し
・
か
ず
お

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
広
報
室

C o n t e n t s

　20歳から21歳にかけての半年間、ラオスの
首都ビエンチャンの大学に留学していました。
大学から歩いて1時間弱くらいのところにタラ
ート・サオ（朝市場）という大きな市場があり、休
日にはよく遊びに行っていました。中は迷路の
ように入り組んでいましたが、表の方は比較的
明るくお土産物が多い、奥の方に行くにつれ薄
暗くなり生活雑貨が多い、などと詳しくなって
いきました。制服のシン（巻きスカート）に仕立
てるために何度か布は買っていたけれど、この
布は初めて買ったタペストリーです。当時から
布は好きでしたが、今ほどしつこさ（？）もなく、
なんという民族が作ったものなのかは詳しく聞
かず仕舞いでした。今回、この布を紹介するに
あたって調べてみた結果、タイデーン族のもの
ではないかと思っていますが、詳しい人がいた
ら教えてください！（松村多悠子）

02 【ぽこぽこ 52】
バナナビールプロジェクトと
この先チャレンジすること
◎秋山詩歩

03 【特別報告】

パレスチナに連帯を
パレスチナのオリーブ生産者は今
―2023年収穫シーズンを迎えて
◎小林和夫
【UAWC、PARCによる緊急支援報告】

From Indonesia
川から海まで、パレスチナに自由を  
◎プラデウィ・トゥリ・チャタミ
From Philippines
パレスチナの公正な平和のために連帯を
◎アミラ・リダサン

09 【COLUMN】
［西ティモール見聞録③］

東でも西でもパウン売り
◎松村多悠子

［APLAの本棚③］

船尾修著
『終わらない戦争
─フィリピン残留日本人が見つめた太平洋戦争』他

10 【Topics】
01-ぽこぽこバナナフォーラム開催

◎福島智子

02-「新たなゴジラの誕生」
─中部太平洋マーシャル諸島からの反発と疑念
◎竹峰誠一郎

12 【PtoP“最前線”】
「つながる、共感する、助け合う」
―民衆交易フォーラム報告◎山下万里子

14 【Voice from APLA partners】
From East Timor
仲間と共に学び、地域のために行動する
若者たちを応援しています

15 事務局だより

16 【撮っておきアジア】
大韓民国
◎アン・ミンジ、鈴木あゆみ

ガ
ザ
地
区
の
深
刻
な
状
況

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も

報
道
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
民
衆
交
易
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

の
産
地
で
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
の
緊
迫
し
た
状
況
に
つ
い
て
の
情

報
は
な
か
な
か
届
か
な
い
。
収
穫
期

を
迎
え
た
オ
リ
ー
ブ
の
産
地
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の

出
荷
団
体
で
あ
る
農
民
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
復
興
委
員
会（
Ｐ

特
別
報
告

バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

こ
の
先
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

秋
山
詩
歩
／
あ
き
や
ま
・
し
ほ

麗
澤
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
経
営
専
攻
４
年

52

麗
澤
大
学
でSD

Gs

に
貢

献
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や

活
動
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
大
会
「SD

Gs

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し
、
大
学
３

年
生
の
秋
、
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
と
バ
ナ

ナ
ビ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
規
格
外
バ
ナ
ナ
で

ビ
ー
ル
を
商
品
化
し
、
バ
ナ
ナ
生
産

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
、

バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
を
活
用

し
た
バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
を
商
品

化
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
フ
ー
ド

ロ
ス
削
減
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

バ
ナ
ナ
生
産
者
さ
ん
を
応
援

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
１
歩

を
創
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
経
験
か
ら
、
よ

り
バ
ナ
ナ
を
深
く
知
り
、
自
身
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と
が
沢
山

出
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
実
以

外
の
バ
ナ
ナ
の
皮
、
茎
、
葉
。
皮
に

つ
い
て
は
、
３
年
生
の
頃
か
ら
「
皮

を
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
ら
面
白
い

の
で
は
な
い
か
？
」
と
模
索
中
で
す
。

ゴ
ン
と
い
う
品
種
の
バ
ナ
ナ
。
合
成

化
学
農
薬
と
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
栽

培
さ
れ
、
消
費
者
と
生
産
者
が
交
流

し
、
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る

民
衆
交
易
と
い
う
と
こ
ろ
に
私
は
深

く
共
感
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
12
月
に
は
ク
ラ
ウ
ド

者
さ
ん
を
応
援
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

バ
ナ
ナ
に
注
目
し
た
理
由
は
、
バ

ナ
ナ
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た

「
バ
ナ
ナ
を
食
べ
る
た
び
に
皮
が
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
日
常

生
活
で
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ

ん
な
と
き
、
規
格
外
バ
ナ
ナ
の
新
た

な
活
用
方
法
を
生
み
出
す
「
ぽ
こ
ぽ

こ
バ
ナ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
出
会

い
ま
し
た
。
初
め
て
知
っ
た
バ
ラ
ン

宮
崎
県
に
あ
る
バ
ナ
ナ
農
園
さ
ん
を

訪
問
し
た
と
き
に
は
、
茎
の
立
派
な

繊
維
や
葉
の
鮮
や
か
な
緑
色
か
ら
何

が
で
き
る
か
挑
戦
す
る
ヒ
ン
ト
を
得

ま
し
た
。

　
「
バ
ナ
ナ
生
産
者
や
手
に
と
っ
て

く
れ
る
消
費
者
、
そ
し
て
自
分
自
身

も
が
喜
ば
し
い
と
思
う
バ
ナ
ナ
の
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
創
り
た
い
」

と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ナ
ナ
を
取

り
巻
く
環
境
や
課
題
に
目
を
向
け
て

研
究
、
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い
楽

し
み
な
が
ら
継
続
的
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
み
、
ご
興

味
を
持
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
（
メ
ー
ル
：shiho12pea

ce2001@
icloud.com

）。
皆
さ
ま
と
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
■

２
０
２
３
年
10
月
７
日
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
越
境
攻
撃
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
よ
る
ガ
ザ
の
大
量
破
壊
・
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
攻
撃
に
よ
り
、
ガ
ザ
地
区
で
は
、
死
者

２
万
１
８
０
０
人
、
負
傷
者
は
５
万
６
０
０
０
人
を
超
え
て
し
ま
っ
た（
２
０
２
３
年
12
月
末
時
点
）。

食
料
、
水
、
電
気
、
燃
料
、
医
薬
品
、
す
べ
て
が
不
足
し
、
人
口
の
85
％
に
上
る
１
９
０
万

人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
世
界
各
地
で
停
戦
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
続
け
、
パ

レ
ス
チ
ナ
へ
の
連
帯
を
示
す
行
動
も
続
い
て
い
る
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
そ
う
し
た
動
き
が
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
今
号
で
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
の

報
告
と
合
わ
せ
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
す
る
。（
編
集
部
）

パ
レ
ス
チ
ナ
に

連
帯
を

Ａ
Ｒ
Ｃ
）
と
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開
発

セ
ン
タ
ー（
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
）か
ら
の
情
報
、

及
び
２
０
２
３
年
12
月
13
日
に
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
と
Ａ
Ｔ
Ｊ
が
主
催
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
オ

リ
ー
ブ
生
産
者
は
今
」
の
報
告
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

占
領
下
の

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区　

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
１
９
６
７
年
６
月

の
第
三
次
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
、
シ

ナ
イ
半
島
、
ガ
ザ
地
区
、
東
エ
ル
サ

レ
ム
を
含
む
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区

（
以
下
、
西
岸
地
区
）、
ゴ
ラ
ン
高
原
を

軍
事
占
領
し
た
。
同
年
11
月
、
占
領

地
域
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
撤
退
を
求

め
る
国
連
安
保
理
決
議
２
４
２
号
が

採
択
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

在
ま
で
56
年
に
わ
た
り
ガ
ザ
地
区
と

西
岸
地
区
を
占
領
下
に
置
き
続
け
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
よ
る
政
治
・
経
済
・

文
化
活
動
の
す
べ
て
を
著
し
く
制
限

し
て
き
た
。

　

93
年
に
ラ
ビ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首

相
と
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構（
Ｐ
Ｌ

Ｏ
）ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
の
間
で
「
パ

レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
に
関
す
る
原
則

宣
言（
オ
ス
ロ
合
意
）」
が
調
印
さ
れ
た
。

翌
94
年
に
は
、「
ガ
ザ
・
ジ
ェ
リ
コ

先
行
自
治
協
定（
カ
イ
ロ
協
定
）」
に

よ
っ
て
、
ガ
ザ
地
区
お
よ
び
西
岸
地

区
の
小
都
市
ジ
ェ
リ
コ
で
パ
レ
ス
チ

ナ
暫
定
自
治
政
府
が
発
足
、
95
年
に

は
「
暫
定
自
治
拡
大
協
定（
オ
ス
ロ

Ⅱ
）」
に
よ
っ
て
、
自
治
の
範
囲
が

西
岸
地
区
に
も
拡
大
し
た
。
た
だ
し
、

西
岸
地
区
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
つ

の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
【
地
図
参
照
】、

パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
行
政
権
と
治
安
権

を
握
っ
て
い
る
エ
リ
ア
Ａ
は
、
西
岸

地
区
の
18
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、
面
積

の
60
％
以
上
を
占
め
る
エ
リ
ア
Ｃ
は
、

行
政
も
治
安
も
イ
ス
ラ
エ
ル
が
実
権

入植地を取り囲む分離壁は「アパルトヘイトウォール」とも表現される。
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を
握
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
支
配

下
に
置
か
れ
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
見
ら
れ
る
地
図
で
は
、
西

岸
地
区
全
体
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
虫
食

い
状
態
と
な
っ
た
「
自
治
」
と
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

エ
リ
ア
Ｃ
で
起
き
て
い
る
こ
と

　

主
に
農
村
部
に
広
が
る
エ
リ
ア
Ｃ

の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
人
口
は
約
30
万

人
で
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
の
ほ
と
ん

ど
が
こ
の
エ
リ
ア
Ｃ
に
住
ん
で
い
る
。

エ
リ
ア
Ｃ
の
特
徴
的
な
光
景
は
、
丘

の
上
に
建
設
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人

入
植
地
と
入
植
地
を
取
り
囲
む
高
さ

８
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
分
離
壁
で
あ
る
。
国
際
社
会

か
ら
国
際
法
違
反
を
指
摘
さ
れ
な
が

ら
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
占
領
地

へ
の
入
植
活
動
を
国
策
と
し
て
進
め

て
き
た
。
オ
ス
ロ
合
意
後
も
入
植
地

は
増
え
続
け
、
西
岸
地
区
と
東
エ
ル

サ
レ
ム
で
合
計
２
５
０
以
上
の
入
植

地
に
70
万
人
以
上
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人

が
暮
ら
す
。
さ
ら
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
安
全
を
確
保
す
る
」
と
い
う
名

目
で
分
離
壁
の
建
設
が
進
み
、
分
離

壁
は
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン（
国
際
的
に
認

知
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
の
停
戦
ラ
イ
ン
）を
大
き
く
越
え
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
側
に
食
い
込
む
形
で
全

長
７
０
０
㎞
に
達
し
て
い
る
。
04
年
、

国
際
司
法
裁
判
所
は
分
離
壁
建
設
が

国
際
法
に
違
反
す
る
と
の
勧
告
的
意

見
を
出
し
て
い
る
。

　

入
植
地
と
分
離
壁
の
存
在
は
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
暮
ら
し
を
大
き
く
脅
か

し
て
い
る
。
エ
リ
ア
Ｃ
で
は
入
植
者

に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
暴
行
、

オ
リ
ー
ブ
の
木
を
引
き
抜
い
た
り
燃

や
し
た
り
す
る
破
壊
行
為
、
ベ
ド
ウ

ィ
ン（
遊
牧
民
）に
対
す
る
攻
撃
が
日

常
的
に
起
き
て
き
た
。
分
離
壁
は
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
農

地
を
分
断
す
る
形
で
建
設
さ
れ
る
た

め
、
農
民
が
自
分
た
ち
の
農
地
に
自

由
に
行
っ
て
耕
作
す
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
な
い
。
加
え
て
、
主
要
道
路
に

は
検
問
所
が
設
置
さ
れ
、
何
か
あ
れ

ば
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
町
や
村
か
ら
幹

線
道
路
に
出
る
道
路
も
障

害
物
が
置
か
れ
る
な
ど
、

住
民
の
移
動
や
物
資
の
運

搬
が
日
常
的
に
制
約
さ
れ
、

人
び
と
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
に
大
き
な
支
障
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
毎
日

の
通
勤
や
通
学
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
も
何

が
起
き
る
か
予
測
が
つ
か

な
い
。

　
月
７
日
以
降
の

状
況

　

オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
作
業

は
毎
年
10
月
か
ら
11
月
に
行
わ
れ
る
。

例
年
、
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン

に
イ
ス
ラ
エ
ル
人
入
植
者
に
よ
る
オ

リ
ー
ブ
生
産
者
へ
の
暴
力
行
為
、
オ

リ
ー
ブ
の
木
の
破
壊
行
為
が
頻
発
し

て
い
た
。
23
年
は
不
運
に
も
、
ガ
ザ

攻
撃
と
時
期
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

10
月
７
日
以
降
、
入
植
者
に
よ
る
暴

力
行
為
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
12
月

末
時
点
で
、
西
岸
地
区
に
お
け
る

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
死
者
は
３
１
９

人（
う
ち
83
人
が
子
ど
も
）、
負
傷
者
は

３
８
０
０
人
に
達
し
た
。
畑
で
オ
リ

ー
ブ
を
収
穫
し
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ

人
農
民
に
対
す
る
多
数
の
暴
行
を
含

む
、
２
８
０
件
以
上
の
イ
ス
ラ
エ
ル

人
入
植
者
に
よ
る
攻
撃
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
と
入
植
者

は
、
自
制
す
る
こ
と
な
く
実
弾
を
発

射
し
、
女
性
や
子
ど
も
を
含
む
民
間

人
に
危
害
を
加
え
、
殺
害
し
て
い
る
。

憂
慮
す
べ
き
こ
と
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
や
政
府
は
こ
う
し
た
攻
撃
を
容
認

す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
入
植
者

の
武
装
の
た
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

防
護
服
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ル
銃
ま
で

配
布
し
て
い
る
。

　

入
植
地
に
近
い
オ
リ
ー
ブ
畑
で
は

入
植
者
に
よ
る
暴
力
の
た
め
、
畑
に

行
っ
て
収
穫
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
所
有
す
る
オ
リ
ー

ブ
畑
の
面
積
の
７
％
は
、
入
植
地
の

近
く
に
あ
る
分
離
壁
に
よ
っ
て
隔
離

さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
許
可
が
な

い
限
り
所
有
者
は
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
10
月
７
日
以
降
、
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
は
西
岸
地
区
全
体
に
７
０

０
以
上
の
検
問
所
を
設
け
、
街
、
村
、

農
地
す
べ
て
を
分
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
隔
離
状
態
に
追
い
や
っ
て

い
る
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
の
生
産
者
は
今
年
、

65
％
の
オ
リ
ー
ブ
が
収
穫
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。
多
く
の
農
民
に
と
っ

て
主
要
な
収
入
源
の
一
つ
を
失
う
こ

と
は
大
き
な
打
撃
で
あ
る
。

根
本
問
題
は
軍
事
占
領

　

エ
リ
ア
Ｃ
で
は
、
こ
う
し
た
暴

力
・
脅
迫
行
為
と
土
地
の
収
奪
が
白

昼
堂
々
と
行
わ
れ
て
お
り
、
10
月
7

日
以
降
、
農
民
を
含
む
１
０
０
世
帯

以
上
が
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
て
い

い
う
歴
史
的
背
景
を
ま
っ
た
く
無
視

し
た
見
方
で
あ
る
。
同
様
に
西
岸
地

区
の
農
民
や
人
び
と
が
日
常
的
に
直

面
す
る
困
難
も
、
根
本
に
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
軍
事
占
領
が
あ
る
。
暴

力
に
よ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
が

命
を
落
と
し
、
農
地
を
奪
わ
れ
る
と

い
う
状
況
は
長
年
に
わ
た
っ
て
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
国
際
法
に

従
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス

チ
ナ
の
軍
事
占
領
を
終
わ
ら
せ
な
い

限
り
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
が
平
和
に

暮
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
て
い
る
。

民
衆
交
易
で
つ
な
が
る

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
民
衆
交
易
の
意

義
を
聞
い
て
み
た
。
フ
ア
ッ
ド
さ
ん

は
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
生
産
者

の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
取
り
組

み
だ
。
だ
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
オ
リ

ー
ブ
は
他
の
産
地
、
商
品
と
は
違
う

点
が
あ
る
。
生
産
者
は
イ
ス
ラ
エ
ル

占
領
下
で
貧
し
く
さ
れ
た
小
農
民
で
、

入
植
者
の
暴
力
に
よ
っ
て
常
に
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
オ
リ
ー
ブ
を
生
産
し
て

い
る
。
民
衆
交
易
は
農
民
が
オ
リ
ー

ブ
生
産
を
続
け
、
尊
厳
を
保
ち
続
け

る
た
め
に
非
常
な
重
要
な
手
段
で
あ

る
」と
述
べ
る
。
ア
ル
リ
ー
フ
社（
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
事
業
会
社
）

る
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
代
表
の
フ
ア
ッ
ド
・

ア
ブ
サ
イ
フ
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
行

為
を
「
暴
力
や
脅
迫
、
い
や
が
ら
せ

を
受
け
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
絶
望
し
、

自
ら
土
地
を
離
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
、

そ
の
後
に
土
地
を
没
収
し
、
入
植
地

を
建
設
・
拡
大
し
よ
う
と
す
る
イ
ス

ラ
エ
ル
の
計
画
的
か
つ
組
織
的
な
犯

罪
」
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

用
い
て
、
あ
る
民
族
を
一
定
の
空
間

か
ら
排
除
す
る
「
民
族
浄
化
」
に
他

な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
02
年
か
ら

建
設
が
始
ま
っ
た
分
離
壁
の
建
設
も
、

民
族
浄
化
を
実
行
す
る
強
力
な
手
段

の
一
つ
と
い
え
る
。

　

あ
た
か
も
現
在
の
事
態
が
「
10
月

７
日
に
ハ
マ
ス
に
よ
る
奇
襲
攻
撃
で

始
ま
っ
た
」
か
の
よ
う
な
報
道
が
一

般
化
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
ガ
ザ
地
区
の
住
民

の
７
割
以
上
が
75
年
前

の
１
９
４
８
年
、
イ
ス

ラ
エ
ル
建
国
に
伴
っ
て

故
郷
を
失
い
、
逃
げ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
難
民

と
そ
の
子
孫
で
あ
る
こ

と
、
17
年
間
も
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
っ
て
完
全
包

囲
さ
れ
、
移
動
の
自
由

も
な
く
、
食
料
や
水
、

電
気
も
不
十
分
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
き
た
と

の
サ
リ
ー
ム
・
ア
ブ
ガ
ザ
レ
さ
ん
は

「
こ
の
20
年
間
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

と
い
う
商
品
だ
け
で
な
く
、
占
領
下

に
住
む
人
び
と
の
物
語
も
伝
え
よ
う

と
し
て
き
た
。
農
業
や
土
地
を
愛
し
、

土
地
に
と
ど
ま
っ
て
耕
し
続
け
、
高

品
質
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
生
産
し
、

消
費
者
に
届
け
た
い
と
い
う
農
民
の

姿
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

　

12
月
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
も

熱
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
。「
こ
れ

か
ら
も
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
通
し
て 燃やされるオリーブの木。イスラエル軍が見守るなか、農民を攻撃する入植者たち。

2023年10月28日、オリーブ収穫作業中に入植者によって殺害された
ビラール・サーレフさん（生前）。
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
以

降
、
体
制
や
政
権
が
変

わ
っ
て
も
一
貫
し
て
変

わ
ら
な
い
国
際
問
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
支
持
が
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
が
ま

だ
英
国
の
委
任
統
治
下
に
あ
っ
た
時

か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
の
支
持
を
示
し
、
ま
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
を
公

然
と
支
持
す
る
こ
と
で
そ
の
気
持
ち

に
応
え
ま
し
た
。
１
９
５
５
年
に
バ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
会
議
で
、
ス
カ
ル
ノ
初
代
大

統
領
は
植
民
地
主
義
下
の
他
の
国
々

を
支
持
し
た
の
と
同
様
に
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
独
立
を
支
持
す
る
と
強
く
主

張
し
ま
し
た
。
88
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
パ
レ
ス
チ

ナ
民
族
評
議
会
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ

独
立
宣
言
を
承
認
し
、
そ
の
1
年
後

に
正
式
に
両
国
間
の
外
交
関
係
を
樹

立
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支

援
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
は
、
今
日
に

を
示
し
ま
し
た
。
同
日
、
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
病
院
を
含
む
ガ

ザ
地
区
内
の
病
院
を
破
壊
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
病

院
船
を
派
遣
す
る
こ
と
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
大
多

数
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒（
ム
ス
リ
ム
）

で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
ム
ス
リ
ム

の
兄
弟
姉
妹
と
見
な
し
て
い
る
た
め

に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
を
支
持
す
る

人
が
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
を
反
植
民
地

至
る
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
イ
ス
ラ

エ
ル
と
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ

ン
・
ワ
ヒ
ド
政
権
時
代
に
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
の
外
交
関
係
を
持
と
う
と

す
る
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
大
多
数
が
反
対
し
ま

し
た
。
現
在
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
外
務
相
の
領
土
内
へ
の

立
ち
入
り
を
認
め
て
お
ら
ず
、
両
国

間
の
関
係
は
経
済
と
安
全
保
障
の
み

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
家
の
公
式
な
立
場
の
外
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
大
多
数
が
パ
レ

ス
チ
ナ
の
独
立
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
２
０
２
３
年
に
パ
レ

ス
チ
ナ
を
擁
護
す
る
デ
モ
に
人
び
と

が
殺
到
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

す
。
11
月
５
日
に
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
行
わ
れ
た
デ
モ
で
は
、モ
ナ
ス（
独

立
記
念
塔
）と
そ
の
周
辺
に
約
２
０
０

万
人（
主
催
者
発
表
）が
詰
め
か
け
ま

し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
国
会
議
長

や
外
務
大
臣
、
官
僚
な
ど
も
参
加
し
、

パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
支
持
者
の
多
様
性

主
義
の
観
点
か
ら
支
持
し
て
い
ま
す
。

デ
モ
以
外
で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

民
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
を
支
持
す

る
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
広
が
る

パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
行
動

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
強
く
停
戦

を
迫
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
す
る
企
業

に
対
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運〈

注
１
〉動に

も
積
極
的

で
す
。
加
え
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使

館
や
国
家
喜
捨
管
理
庁（
Ｂ
Ａ
Ｚ
Ｎ
Ａ

Ｓ
）な
ど
、
信
頼
で
き
る
機
関
へ
の

寄
付
も
盛
ん
で
す
。
11
月
か
ら
12
月

中
旬
に
か
け
て
、
数
人
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
ガ
ザ
の
た
め
の
平
和
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
と
グ
ッ
ズ
に
よ

る
売
り
上
げ
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
に
つ
い
て
は
議
論
も
あ
り
ま

す
。
ガ
ザ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下

に
お
い
て
移
動
が
制
限
さ
れ
、
し
ば

し
ば
「
天
井
の
な
い
監
獄
」
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
10
月
７
日
以
降
、

ガ
ザ
住
民
が
強
い
ら
れ
て
い
る
隔
離

状
態
は
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
寄
付

金
に
よ
る
効
果
は
低
く
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
停
戦
で
あ
る
と
い
う
議
論

で
す
。
一
方
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
破

壊
行
動
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と

が
戦
後
を
生
き
延
び
る
た
め
の
最
低

限
の
こ
と
に
対
し
て
さ
え
も
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
寄
付
金
は
依
然
と
し

て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

支
援
と
い
え
ば
、e

〈
注
２
〉

SIM
 

を
寄
付

す
る
動
き
も
活
発
で
す
。
イ
ス
ラ
エ

ル
は
ガ
ザ
地
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
を
遮
断
し
て
お
り
、
多
く
の
人

が
通
信
手
段
を
断
た
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。eSIM

の
有
効
化
に
必
要
な

情
報
を
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
購
入
し
、
そ
の

11月5日のデモの様子（Muh Akbar/Mediajakarta.com）

川
か
ら
海
ま
で
、

パレ
ス
チ
ナ
に
自
由
を 
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　APLAとATJでは、オリーブオイルの2つ
の出荷団体からの支援要請を受け、2023
年10月末から緊急救援カンパの呼びかけ
を行ってきました。両団体ともに、ガザ地
区内において、食料や物資の配布を始め
ているという報告が届いています。

パレスチナ農業開発センター（UAWC）
　UAWC は 10 月 24 日より「Stop Gaza 
Starvation（ガザの飢餓を止めろ）」キャ
ンペーンを開始しました。この活動では、
ガザ地区内、特に南部のラファ、ハンユ
ニス、北部のジャバリアの軍事活動が激
しい地域の人びとに重点的に必需品を提
供しています。これまでに約1万6500
世帯に飲料水を、約2500世帯に食料パ
ックを、住居や財産を失った女性500
人に衣服などを提供しました。イスラエ
ルによる封鎖によりガザ地区外からの物
資の搬入ができないため、配布物資はガ
ザの現地業者から調達しています。ガザ
で必要とされているものは膨大で、特に
食料、ミルク、衣類、水の確保に力を入
れています。
　また、ヨルダン川西岸地区では、入植
者により強制的に立ち退きさせられた
エリアCに住む農民やベドウィン（遊牧
民）に対してテントや住宅資材、生活必
需品、また家畜の飼料を提供しました。

パレスチナ農業復興委員会（PARC）
　PARCは11月初めから「Building Hope 
for Gaza（ガザに希望を）」キャンペーン
を展開しています。PARCガザ地区事務
所のスタッフ、ボランティアは武力衝突
が始まった初期の数日間、手持ち資金を
使ってガザ地区中南部のスーパーマー
ケットで物資を購入しました。
それ以前から保管していた生
活必需品と合わせて、11月
初めに学校などに避難してい
る人びとに配布しました。10
月7日以前に収穫して在庫さ
れていた野菜やガザ地区中南
部の農民から直接購入できた
野菜、手元にわずかにある燃
料を使って井戸から汲み上げ
た飲料水も一緒に配りました。

12月3日現在、12万4000人に食料品を、
3844人に衣服や毛布、テントなどを、8
万8000人以上に飲料水を届けることが
できました。
　さらに12月に入って海外の人道団体
からの資金提供により、ラファ、ハンユ
ニス、デイル・アルバラの避難民600世
帯に対して新鮮な野菜や冬服を含む食料
パック4750個、ジャバリアの避難所へ
飲料水、ハンユニスとガザ市中心部で新
鮮な野菜800袋を配布しています。

　物資の配布作業を担っているのは、
UAWC、PARCのガザ地区のスタッフや
ボランティアです。自身や家族も避難生
活を送っていたり、爆撃の恐れがあるな
か、救援活動を継続する彼らの献身には
本当に頭が下がる思いです。
　UAWCは、この戦争の特徴として、そ
の残虐さだけでなく、農業や漁業部門と
いった食料生産に不可欠な民間インフラ
を組織的に標的にしていることを挙げて
います。農地や温室、灌漑施設、農道、
畜産農場などのインフラの70％以上が
破壊されています。また、多くの漁船や
貯蔵施設も破壊されています。加えて、
イスラエルは食料、水、電気、燃料とい
った必要物資のガザへの流入を著しく制
限し、その結果、ガザは飢饉のような状
態に見舞われています。この封鎖は、戦
略上の重要な要素であり、事実上、飢餓
を武器として使用しているとUAWCは指
摘しています。
　UAWC、PARCともに、ガザ地区の封
鎖が解除され次第、西岸地区から食料や
生活必需品を搬入すること、中期的事業
として破壊されたインフラの復興事業を
計画しています。APLAとATJでは、今
後もウェブサイトなどに現地からの報告
を掲載していきます。

UAWC、PARCによる
緊急支援報告

連
帯
を
示
し
ま
す
」、「
私
た
ち
が
民

衆
交
易
を
続
け
る
こ
と
が
強
く
平

和
を
祈
り
、
暴
力
に
抗
議
す
る
力

に
な
る
と
信
じ
ま
す
」、「
人
と
し
て

の
尊
厳
が
奪
わ
れ
て
い
る
な
か
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
通
じ
て
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
誇
り
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」、「
国
は

関
係
な
く
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
民

衆
交
易
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
」、「
現
地
の
方
の
言
葉
か
ら
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
」、「
今
、
何
が

で
き
る
か
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
や
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
を
応

援
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
で
き
る
こ

と
な
の
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
」、「
私
た
ち
が
購
入
す
る
こ
と
で
、

不
戦
の
意
思
表
示
を
し
続
け
た
い
」、

「
命
が
け
で
作
っ
て
く
れ
た
パ
レ
ス

チ
ナ
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
ず
っ
と

PARCによる食料パックの配布。

利
用
し
続
け
て
い
き
た
い
」。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
を
含
む
東
地
中
海
地

域
は
オ
リ
ー
ブ
の
原
産
地
で
あ
り
、

古
来
よ
り
良
質
な
オ
リ
ー
ブ
が
栽
培

さ
れ
て
き
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
紀

元
前
４
０
０
０
年
頃
に
は
オ
リ
ー
ブ

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
食
用
だ
け
で
な
く
、灯
り（
照
明
）

や
石
け
ん
、
薬
用
や
美
容
、
儀
式
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
、
人

び
と
の
暮
ら
し
、
文
化
、
歴
史
に
深

く
根
付
い
た
存
在
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル

の
建
国
、
占
領
に
伴
い
、
オ
リ
ー
ブ

は
さ
ら
に
土
地
と
の
つ
な
が
り
の
象

徴
、
抵
抗
の
象
徴
の
意
味
を
深
め
て

い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
、
入
植
者
は
オ
リ
ー
ブ
の
木
を
意

図
的
に
破
壊
し
て
い
る
と
い
う
側
面

も
あ
る
。

　

村
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ほ
と

ん
ど
が
先
祖
代
々
の
オ
リ
ー
ブ
の
木

を
所
有
し
て
い
る
。
そ
の
オ
リ
ー
ブ

の
木
を
育
て
る
こ
と
さ
え
危
う
い
深

刻
な
事
態
に
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
は
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
民
衆
交
易
を
通
じ
て
、

オ
リ
ー
ブ
を
守
り
育
て
た
い
と
い
う

農
民
の
願
い
が
叶
う
よ
う
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
び
と
に
連
帯
し
て
い
き
た
い
。

■
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テ
ト
ゥ
ン
語
の
パ
ウ
ン（paun

）と
は
パ

ン
の
こ
と
で
日
本
語
と
同
じ
く
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
パ
ォ
ン（pão

）
に
由
来
す
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
ロ
テ
ィ
（roti

）、
こ

ち
ら
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
由
来
す
る
。

私
は
２
０
０
７
年
に
初
め
て
東
テ
ィ
モ
ー

ル
で
パ
ウ
ン
を
食
べ
て
以
来
、
こ
の
素
朴

な
パ
ン
が
大
好
物
だ
。
東
側
か
ら
義
弟
が

来
る
時
は
お
気
に
入
り
の
パ
ン
屋
の
パ
ウ

ン
を
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
ば
り
の
大
袋
で
持

っ
て
き
て
く
れ
る
し
、
デ
ィ
リ
の
旧
友
は

私
が
訪
ね
る
と
同
じ
く
大
量
の
パ
ウ
ン
を

用
意
し
て
く
れ
る
。

　

西
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
気
軽
に
パ

ウ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
恐
ら

く
唯
一
の
町
が
私
の
住
む
国
境
の
町
、
ア

タ
ン
ブ
ア
だ
。
元
東
テ
ィ
モ
ー
ル
避
難
民

や
二
世
の
人
た
ち
が
市
場
の
そ
ば
な
ど
で

籠
を
並
べ
て
早
朝
に
売
っ
て
い
る
。
あ
る

日
、
私
は
仲
良
く
な
っ
た
パ
ウ
ン
売
り
の

一
家
の
と
こ
ろ
へ
泊
ま
り
込
み
１
日
の
活

動
を
追
っ
て
み
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
リ

キ
サ
出
身
の
パ
パ
と
マ
マ
と
知
り
合
っ
た

の
は
町
か
ら
北
の
海
岸
や
国
境
に
続
く
幹

線
道
路
、
そ
の
時
は
野
生
の
果
物
を
売
っ

て
い
た
。
パ
ウ
ン
を
売
り
歩
く
の
は
早
朝

だ
と
い
う
の
で
夕
方
か
ら
お
邪
魔
し
た
。

夕
食
後
、
子
ど
も
達
も
手
伝
っ
て
の
下
準

備
。
一
度
に
作
る
の
は
普
通
サ
イ
ズ
70
個
、

小
さ
い
も
の
を
50
個
。
下
準
備
が
終
わ
る

と
生
地
を
寝
か
せ
、
一
家
も
一
旦
眠
り
に

つ
く
。
午
前
２
時
、
パ
パ
と
中
学
生
の
娘

が
起
き
て
成
型
し
、
手
作
り
の
天
板
に
並

べ
て
い
く
。
午
前
４
時
、
マ
マ
も
起
き
て

火
の
準
備
を
す
る
が
オ
ー
ブ
ン
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
外
で
薪
を
燃
や
し
熾
火
を

用
意
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
燃
え
上

が
る
炎
が
お
さ
ま
り
、
熾
火
が
暗
闇
の
中

で
赤
く
光
る
。
そ
れ
を
天
板
の
大
き
さ
に

拡
げ
、
そ
の
上
に
丸
い
パ
ン
生
地
が
並
ん

だ
天
板
を
載
せ
る
。
少
し
温
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
伸
ば
し
た
ト
タ
ン
板
を
上
か
ら
被
せ
、

そ
の
上
に
熾
火
を
拡
げ
る
。
こ
う
し
て
30

分
ほ
ど
で
焼
き
上
が
り
！

　

午
前
６
時
頃
か
ら
パ
パ
が
籠
に
入
れ
て

市
場
ま
で
売
り
歩
く
が
、
大
抵
の
場
合
、

市
場
に
着
く
ま
で
に
売
り
切
れ
る
。
市
場

で
野
菜
や
魚
を
買
っ
て
、
帰
り
は
バ
イ
ク

タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
。
一
息
し
た
ら
、
夕
方

ま
で
畑
仕
事
。
こ
れ
が
１
日
の
暮
ら
し
だ
。

松村多悠子／まつむら・たゆこ
西ティモール生活者

街外れの家から約4.5km、道の左右から声をかけられな
がら市場まで歩く。

米国大使館に向けたマーチ。

様々なプラカードが掲げられた。

船
尾
修
著
『
終
わ
ら
な
い
戦
争
─
フ
ィ
リ
ピ

ン
残
留
日
本
人
が
見
つ
め
た
太
平
洋
戦
争
』（
論
創
社
）

　

戦
前
の
移
民
政
策
で
3
万
人
を
超
え
る

日
本
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
住
し
た
。
そ

の
多
く
は
、
現
地
で
相
手
を
見
つ
け
て
結

婚
し
、
地
域
社
会
と
共
存
し
て
い
た
。
だ

が
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
で
、
彼
ら
と
そ

の
子
ど
も
た
ち
の
運
命
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
っ
た
…
…
。

　

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
、
日
本
と
米
国
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
国
家
の
は
ざ
ま
で
忘
れ

ら
れ
て
き
た
残
留
日
本
人
を
訪
ね
た
記
録

で
あ
る
。
著
者
が
一
人
ひ
と
り
の
肖
像
写

真
を
ま
と
め
た
写
真
集
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
残

留
日
本
人
』（
冬
青
社
）も
ぜ
ひ
。【
小
林
和
夫
】

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ベ
ヴ
ィ
ン
ス
著
『
ジ
ャ
カ
ル

タ
・
メ
ソ
ッ
ド
―
反
共
産
主
義
十
字
軍
と
世
界

を
つ
く
り
か
え
た
虐
殺
作
戦
』（
河
出
書
房
新
社
）

　

冷
戦
下
、
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
南
米
諸

国
で
続
発
し
た
共
産
主
義
者
大
虐
殺
。
そ

の
背
後
に
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
作
戦
が
あ
っ
た
…

…
。
最
新
資
料
と
12
か
国
で
の
証
言
収
集

に
よ
っ
て
歴
史
の
闇
に
迫
る
、
衝
撃
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
い
ま
だ
タ
ブ

ー
視
さ
れ
る
９
３
０
事
件
。
背
後
に
は
米

国
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
後
「
ジ
ャ
カ
ル

タ
」
は
米
国
が
世
界
各
地
で
繰
り
広
げ
た

反
共
作
戦
の
隠
語
に
。
今
生
き
る
世
界
が
、

そ
の
地
続
き
の
先
に
あ
る
こ
と
が
恐
ろ
し

く
な
る
。【
松
村
多
悠
子
】

清
水
靖
子
著
『
新
版

森
と
魚
と
激
戦
地
―

は
じ
め
て
明
か
さ
れ
る
太
平
洋
の
住
民
た

ち
の
受
難
と
抵
抗
』（
三
省
堂
書
店
／
創
英
社
）

　

か
つ
て
日
米
の
戦
い
の
激
戦
地
だ
っ
た
太

平
洋
。
そ
の
海
と
島
々
は
今
、
環
境
破
壊

の
激
戦
地
と
な
っ
て
い
た
。
今
も
続
く
住
民

達
の
蹂
躙
と
抵
抗
の
歴
史
。
歴
史
の
闇
に

埋
も
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
真
実
の
数
々
を

赤
裸
々
に
綴
る
。

　

メ
ル
セ
ス
会
の
シ
ス
タ
ー
清
水
が
、
半

世
紀
か
け
て
太
平
洋
の
島
々
の
人
び
と
か

ら
聞
き
取
っ
た
、「
蛍
の
樹
が
光
を
放
っ
て

呼
び
会
う
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん

で
抵
抗
し
て
き
た
凸
凹
道
の
感
動
」
の
物

語
。【
弘
田
し
ず
え
】

岡
真
里
著
『
ガ
ザ
に
地
下
鉄
が
走
る
日
』（
み

す
ず
書
房
）

　

著
者
が
パ
レ
ス
チ
ナ
と
関
わ
り
つ
づ
け

て
40
年
、
絶
望
的
な
状
況
で
な
お
人
間
的

に
生
き
る
人
び
と
と
の
出
会
い
を
伝
え
る
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

ブ
ー
サ
ル
氏
に
よ
る
作
品「
ガ
ザ
の
地
下

鉄
」│
想
像
上
の
地
下
鉄
路
線
図
│
か
ら
き

て
い
る
。封
鎖
下
に
生
き
る
ガ
ザ
市
民
が
必

要
と
す
る
物
資
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
運
び
入

れ
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
や
、ハ
マ
ス
ら
が
構
築

し
た
地
下
ト
ン
ネ
ル
網
で
は
な
い
、人
び
と

の
自
由
な
移
動
の
た
め
の
地
下
鉄
。停
戦

と
封
鎖
解
除
、そ
し
て
占
領
か
ら
の
解
放

が
実
現
さ
れ
、「
ガ
ザ
に
地
下
鉄
が
走
る
日
」

が
１
日
で
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
に
、私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
続
け
た
い
。【
野
川
未
央
】

東
で
も
西
で
も
パ
ウ
ン
売
り

03

ピ
ン
に
生
き
る
バ
ン
サ
モ
ロ
、
先
住

民
族
と
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び

と
の
抵
抗
へ
の
連
帯
を
示
し
、
シ
オ

ニ
ス
ト
国
家
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
支
援
し
続
け
て
い
る

米
国
に
対
す
る
抗
議
の
声
を
あ
げ
る

た
め
で
す
。

　

米
国
の
後
ろ
盾
を
得
て
い
る
の
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
だ
け
で
は
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
も
同
じ
で
す
。
そ

の
証
拠
に
、
マ
ル
コ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

大
統
領
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
に

よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
や
残
虐
行

為
を
見
な
い
ふ
り
を
す
る
の
と
引
き

換
え
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
人
権
侵

害
を
助
長
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
米
中
間
の
緊
張
を
悪
化
さ

せ
る
よ
う
な
軍
事
援
助
や
戦
争
用
兵

器
の
販
売
、
政
治
的
支
援
を
得
て
い

る
の
で
す
か
ら
。
米
国
帝
国
主
義
と

侵
略
戦
争
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
世

界
中
の
人
び
と
が
団
結
す
べ
き
時
が

来
て
い
ま
す
。
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル

に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
す
る
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
の
責
任
を
問
わ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
訳
・
ま
と
め
：
野
川
未
央
）■

〈
注
〉自
決
権
と
先
祖
伝
来
の
土
地
を
守
る
闘
い
の
た
め
に
２

０
１
６
年
10
月
15
日
に
発
足
し
た
モ
ロ（
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
居
住
す
る
ム
ス
リ
ム
）と
少
数
民
族
の
同
盟
。

２
０
２
３
年
11
月
25
日
、

ガ
ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

を
止
め
ろ
！
パ
レ
ス
チ

ナ
に
公
正
な
平
和
を
！
パ
レ
ス
チ
ナ

の
解
放
を
！
と
い
う
声
が
マ
ニ
ラ
市

内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｓ（
国
際
民
衆
闘
争
同
盟
）、
私

が
共
同
代
表
を
務
め
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ

Ｇ
〈
注
〉Ｏ（

モ
ロ
・
先
住
民
族
の
自
決
権
の
た

め
の
運
動
）、
キ
リ
ス
ト
教
会
な
ど
を

含
む
、
平
和
を
求
め
る
多
様
な
市
民

組
織
が
呼
び
か
け
た
「M

arch for 
Just Peace in Palestine

（
パ
レ
ス

チ
ナ
の
公
正
な
平
和
の
た
め
の
マ
ー

チ
）」
に
集
ま
っ
た
の
は
２
０

０
０
人
以
上
の
市
民
。
そ
の
中

に
は
多
く
の
若
者
の
姿
も
見
ら

れ
、ム
ス
リ
ム
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、

そ
し
て
様
々
な
立
場
の
平
和
擁
護
者

た
ち
が
共
に
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
マ

ー
チ
の
参
加
者
か
ら
は
「
私
た
ち
は
、

こ
の
連
帯
行
動
を
通
し
て
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
公
正
な
平
和
を
求
め
、
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
は
停
戦
、
そ
し
て

ガ
ザ
の
封
鎖
解
除
に
よ
っ
て
、
人
道

支
援
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
必
要
と
し
て
い
る
人

び
と
の
元
へ
届
く
よ
う
に
な
る
こ
と

を
求
め
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
に
は
、
同
じ
く

２
０
０
０
人
以
上
が
米
国
大
使
館
に

向
け
て
マ
ー
チ
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ

パレ
ス
チ
ナ
の

公
正
な
平
和
の
た
め
に
連
帯
を

ア
ミ
ラ・リ
ダ
サ
ン
／Am

irah Lidasan

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
共
同
代
表

From
 Philippines

情
報
を
「
寄
付
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
送
付

す
る
な
ど
）す
る
こ
と
で
、
受
け
取
っ

た
ガ
ザ
の
人
び
と
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
動
き
と
し
て
は
、
グ

ド
ゥ
ス
ク
ル
・
エ

〈
注
３
〉

コ
シ
ス
テ
ム
が
12

月
の
第
１
週
に
「
パ
レ
ス
チ
ナ
映
画

週
間
」
と
題
し
た
上
映
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
私
が
勤
め
る
マ
ル
ジ
ン
・

キ
リ
出
版
は
、
国
際
連
帯
コ
レ
ク

テ
ィ
ヴ
「Publishers for Pale

stine

（
パ
レ
ス
チ
ナ
に
連
帯
す
る
出
版

社
）」
に
加
盟
す
る
世
界
中
の
出

版
社
と
共
同
で
「
国
際
パ
レ
ス
チ

ナ
人
民
連
帯
デ
ー
」
で
あ
る
11
月

29
日
か
ら
１
週
間
、「
パ
レ
ス
チ

ナ
を
読
む
週
間
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
期
間
中
、
出
版
社
は
パ
レ

ス
チ
ナ
に
関
す
る
本
を
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
係

に
関
す
る
批
判
的
な
読
み
物
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
ガ
ザ
で
の
人

道
危
機
の
規
模
を
過
小
評
価

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
間
人

へ
の
攻
撃
に
ガ
ザ
市
民
が
関

与
し
て
い
る
と
い
う
フ
ェ
イ

ク
・
ニ
ュ
ー
ス
を
広
め
る
シ

オ
ニ
ス
ト
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

か
ら
世
界
の
人
び
と
が
脱
却
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
訳
：
松

村
多
悠
子
）■

〈
注
１
〉 Boycott Divestm

ent Sanctions

の
頭
文
字
を
と

っ
た
も
の
で
、イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
・

投
資
撤
収
・
制
裁
運
動
。

〈
注
２
〉「Em

bedded SIM

（
埋
め
込
み
式
のSIM

と
い
う
意

味
）」の
略
称
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
内
蔵
さ
れ
た

SIM

機
能
の
こ
と
。eSIM

対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
、物
理
的
に
挿
し
込
む
従
来
のSIM

カ
ー
ド
が

要
ら
ずeSIM

の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
で
使
用
す
る
。

〈
注
３
〉ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
。

	

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト　

@
gudskul

「パレスチナを読む週間」のポスター
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太
平
洋
を
核
廃
棄
物
の
ゴ
ミ
捨
て
場

に
こ
れ
以
上
す
る
べ
き
で
は
な

い
」。
２
０
２
３
年
３
月
、「
日
本

が
福
島
原
発
か
ら
太
平
洋
へ
放
射
能
汚
染
水
を

投
棄
す
る
決
定
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
重
大
な

懸
念
を
表
明
」
す
る
国
会
決
議
が
、
中
部
太
平

洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
は
じ
め
太
平
洋
で
核
実
験

が
繰
り
返
さ
れ
「
人
が
住
め
な
く
な
り
、
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
長
期
に
わ
た
る
被
害
を

地
域
社
会
に
も
た
ら
し
て
い
る
」
こ
と
に
決
議

は
言
及
す
る
。
こ
の
国
会
決
議
を
主
導
し
た
の

は
、
太
平
洋
諸
島
初
の
女
性
首
脳
で
、
気
候
危

機
問
題
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
、

ヒ
ル
ダ
・
ハ

〈
注
〉

イ
ネ
で
あ
っ
た
。

　

放
出
開
始
前
月
の
23
年
７
月
、
経
済
産
業
省

の
羽
田
由
美
子
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
問
し

た
。
だ
が
そ
の
翌
月
８
月
か
ら
放
出
は
始
ま

り
「
何
の
た
め
に
来
た
の
か
」
と
の
声
が
現
地

で
聞
か
れ
た
。
ヒ
ル
ダ
も
経
産
省
の
羽
田
ら
と

「
会
っ
た
が
、
決
定
を
下
し
て
か
ら
最
後
に
来

る
の
で
は
遅
い
」
と
憤
る
。
情
報
は
提
供
さ
れ

ず
、
海
洋
放
出
が
頭
ご
な
し
に
一
方
的
に
決
め

ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
が
ヒ
ル
ダ
に
は
あ

規
格
外
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
有
効

活
用
を
考
え
る
「
ぽ
こ
ぽ
こ
バ
ナ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
て
、

お
よ
そ
２
年
。
累
計
活
用
量
は
１
万
㎏
を
超
え
、

30
以
上
の
都
道
府
県
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
用
は
多
様
で
ユ
ニ
ー
ク
。
こ
う
い
っ

た
活
動
を
シ
ェ
ア
し
あ
い
、
交
流
を
深
め
、
よ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
２
０

２
３
年
10
月
末
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

都
内
の
会
場
は
関
係
者
を
含
め
、
45
名
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
活
用
方
法
発
表
の

ほ
か
、
活
用
方
法
を
紹
介
し
た
ポ
ス
タ
ー
ス
ペ

ー
ス
、
ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
、
商
品
販

売
の
ブ
ー
ス
な
ど
、
活
動
の
多
様
さ
が
表
れ
る

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
企
画
か
ら

当
日
の
運
営
ま
で
関
わ
っ
て
く
れ
た
千
葉
商
科

大
学
人
間
社
会
学
部
の
学
生
３
人
に
感
想
を
聞

き
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ェ
ア
ポ
ス
タ
ー
を

通
じ
た
新
た
な
人
の
つ
な
が
り

小
田
の
ぞ
み
さ
ん

　

当
日
の
会
場
内
で
は
、
様
々
な
団
体
の
活
動

を
紹
介
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
周
知
し
ま

島
の
人
び
と
と
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
る
」
と

大
使
は
前
置
き
し
た
う
え
で
、海
洋
放
出
は「
安

全
」
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
だ
が
「
安
全
」
で

「
処
理
」
で
き
る
な
ら
ば
、「
な
ん
で
太
平
洋
に

流
す
の
か
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
な
ぜ
処
理
し
な

い
の
か
」
と
の
疑
問
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

人
び
と
に
は
あ
る
。「
日
本
に
は
湖
は
な
い
の
か
、

川
は
な
い
の
か
」
と
尋
ね
て
き
た
現
職
閣
僚
も

い
た
。

　
「
我
々
の
島
に
す
で
に
あ
る
『
毒
』
に
さ
ら

に
『
毒
』
を
く
わ
え
る
よ
う
な
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
の
反
発
が
経
産
省
役
人
に
向
け
ら

れ
た
。
核
実
験
と
い
う
「
あ
の
爆
弾
」
に
よ
っ

て
特
別
な
猛
毒
が
ま
か
れ
放
置
さ
れ
、
島
々
や

人
び
と
に
異
変
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
そ
の

上
さ
ら
に
、
あ
ら
た
な
「
毒
」
を
日
本
が
太
平

洋
に
向
か
っ
て
流
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
の
が
、
か
れ
ら
の
反
発
な
の
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
「「
安
全
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、

バ
ナ
ナ
で
広
が
る
学
生
の
交
流
と
活
動

福
士
健
斗
さ
ん

　

バ
ナ
ナ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
学
生
同
士
の
交

流
が
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
様
々

な
活
動
発
表
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
私
と
同
じ

大
学
生
の
発
表
者
も
い
ま
し
た
。
麗
澤
大
学
の

秋
山
さ
ん
と
荒
井
さ
ん
と
は
「
学
生
同
士
で
協

力
し
て
新
し
い
活
動
を
考
え
て
い
こ
う
」
と
、

参
加
者
が
対
面
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
か
ら
こ
そ

の
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
山
さ
ん
た
ち
の
バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
バ
ナ
ナ
の
皮
も
廃
棄
せ

ず
に
使
っ
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

私
が
ゼ
ミ
で
行
っ
て
い
る
バ
ナ
ナ
ス
ム
ー
ジ
ー

の
販
売
で
は
、
バ
ナ
ナ
の
皮
は
捨
て
て
い
た
か

ら
で
す
。「
バ
ナ
ナ
の
皮
の
活
用
」
が
課
題
だ

と
気
づ
い
た
私
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
廃
棄

っ
た
。
大
統
領
時
代
の
経
験
も
踏
ま
え
、「
イ

ン
ド
・
太
平
洋
の
安
全
保
障
構
想
の
時
も
同
じ

だ
。
最
後
に
な
っ
て
太
平
洋
の
島
々
に
協
力
要

請
が
あ
る
」
と
憤
る
。

「
安
全
」が
招
く
不
信

　

放
出
開
始
を
目
前
に
控
え
た
23
年
８
月
18
日

付
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
地
元
紙（
週
刊
）に
大
使

の
田
中
一
成
が
寄
稿
し
た
。「
広
島
と
長
崎
に

原
爆
を
投
下
さ
れ
た
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
は
、
核
問
題
に
関
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

し
た
。
規
格
外
バ
ナ
ナ
を
身
近

な
食
べ
も
の
に
変
身
さ
せ
る
、

ど
れ
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
で
し
た
が
、
特
に
バ
ナ
ナ
の

皮
を
有
機
燃
料
へ
活
用
す
る
活

動
に
は
感
銘
を
強
く
受
け
た
こ

と
か
ら
、
私
た
ち
も
よ
り
精
力

的
に
活
動
し
て
い
こ
う
と
意
欲

が
高
ま
り
ま
し
た
。
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を

見
て
バ
ナ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
持
っ
た

参
加
者
が
、
会
場
内
の
物
販
に
て
バ
ナ
ナ
を
使

っ
た
お
菓
子
を
購
入
し
、「
新
し
い
活
用
方
法

が
あ
っ
て
面
白
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
参
加
者
が
バ
ナ
ナ
の
活
用
方
法

や
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
交
換

を
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
の
で
す
が
、
多

く
の
参
加
者
が
、
付
箋
に
「
カ
レ
ー
に
隠
し
味

と
し
て
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
ア
イ
デ

ィ
ア
を
記
入
し
共
有
し
ま
し
た
。
制
作
す
る
な

か
で
、
伝
わ
り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
の
構
成
な
ど

に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局
と
学
生
で
何
度

も
ア
イ
デ
ィ
ア
交
換
し
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
通
じ
て
新
た
な
人
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
要
素
も
活

動
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
た
ち
は
米
核
実
験
の
そ

の
後
、「
安
全
」「
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
続
け
て

き
た
。
で
も
嘘
だ
っ
た
の
よ
」
と
核
実
験
被
害

を
象
徴
す
る
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
環
礁
出
身
の
グ
レ

イ
ス
・
ア
ボ
ン
は
語
る
。
今
回
は
米
国
政
府
で

は
な
い
。
し
か
し
「
安
全
だ
」
と
科
学
的
な
数

値
で
説
明
さ
れ
る
と
、
説
得
の
材
料
に
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
核
実
験
と
そ
の
後
の
経
験
が
思

い
起
こ
さ
れ
、
さ
ら
な
る
不
信
を
住
民
に
招
く
。

「
新
た
な
ゴ
ジ
ラ
が
誕
生
し
、
太
平
洋
の
島
に

上
陸
し
て
く
る
」
と
、
国
会
議
員
の
デ
ニ
ス
・

モ
モ
タ
ロ
ウ
は
海
洋
放
出
の
脅
威
を
表
現
す
る
。

　

放
出
開
始
直
後
23
年
８
月
24
日
、
太
平
洋
諸

島
の
首
脳
経
験
者
ら
は
連
名
で
「
太
平
洋
は
核

廃
棄
物
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
な
い
！
」
と
題
し

た
抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。
先
に
紹
介
し
た
ヒ

ル
ダ
・
ハ
イ
ネ
も
名
を
連
ね
た
。「
無
責
任
な

計
画
を
容
認
す
る
よ
う
指
導
者
た
ち
を
懐
柔

し
、
誘
導
す
る
日
本
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）」
を
使
い
、「
岸
田
文
雄
首
相
と
日
本
政
府

が
、
非
核
の
太
平
洋
と
い
う
地
域
の
立
場
を
政

治
的
に
分
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
決
議
は

警
鐘
を
な
ら
す
。
同
決
議
は
最
後
に
「
私
た
ち

は
、
こ
の
計
画
に
反
対
し
て
い
る
、
日
本
、
韓

国
、
中
国
な
ど
、
沿
岸
の
漁
業
関
係
者
や
市
民

社
会
、
そ
し
て
多
く
の
太
平
洋
の
国
々
と
連
帯

し
て
行
動
す
る
」
と
も
表
明
す
る
。
■

予
定
だ
っ
た
バ
ナ
ナ
の
皮
を
大
学
に
設
置
さ
れ

て
い
る
生
ご
み
処
理
機
に
よ
っ
て
肥
料
に
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
の
ゼ

ミ
で
も
バ
ナ
ナ
の
皮
を
無
駄
に
し
な
い
、
さ
ら

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
活
動
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
化
学
反
応
！

浅
見
乃
絵
さ
ん

　

当
日
は
司
会
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
二
部

の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
紹
介
は
、
学
内
で
活
動
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
で
し

た
。
個
人
の
お
店
で
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
商
品
を

販
売
し
て
い
る
人
、
大
学
で
の
バ
ナ
ナ
の
皮
を

使
っ
た
液
肥
の
研
究
、
小
学
生
な
ら
で
は
の
斬

新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
表
な
ど
な
ど
…
…
同
じ

バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
も
、

全
く
色
形
の
違
う
内
容
で
、
聞
い
て
い
る
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。

　

今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
で
活
動
し
て
き
た
の
で
、

こ
の
よ
う
に
一
堂
に
会
し
て
皆
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
は

と
て
も
貴
重
な
場
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
同

じ
も
の
同
士
で
集
う
よ
り
も
、
全
く
違
う
性
質

を
持
っ
た
人
た
ち
が
つ
な
が
り
、
共
に
考
え
る

こ
と
で
新
た
な
化
学
反
応
と
も
い
え
る
動
き
が

起
こ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぽ
こ
ぽ
こ
と
湧
き
出
た
ア
イ
デ
ィ
ア
そ
れ
ぞ

れ
が
実
現
し
、
活
動
者
同
士
が
つ
な
が
り
ま
た

新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
湧
き
起
こ
る
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
ん
な
連
鎖
の
第
一
歩
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！
■

ぽ
こ
ぽ
こ
バ
ナ
ナ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

福
島
智
子
／
ふ
く
し
ま
・
と
も
こ

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局

「
新
た
な
ゴ
ジ
ラ
の
誕
生
」

─
中
部
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
の
反
発
と
疑
念

竹
峰
誠
一
郎
／
た
け
み
ね
・
せ
い
い
ち
ろ
う

明
星
大
学
教
員

参加者同士でアイディア交換をするためのポスター。

デニス・モモタロウ国会議員と筆者（2023年9月マーシャル諸島
にて）。

出典：竹峰誠一郎「オセアニアから見つめる「冷戦」―「核の海」
太平洋に抗う人たち」木畑洋一・中野聡責任編集『岩波講座 世
界歴史 第22巻―冷戦と脱植民地化Ⅰ 20世紀後半』（岩波書店、
2023年）

「

〈
注
〉ヒ
ル
ダ
・
ハ
イ
ネ
は
、23
年
９
月
調
査
当
時
、前
大
統
領
の
国
会
議
員
で

あ
っ
た
が
、24
年
１
月
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
。現
職
大
統
領
と
し
て
の

発
言
に
注
目
さ
れ
る
。

　
よ
り
詳
し
く
は
、竹
峰
誠
一
郎「
福
島
第
一
原
発
事
故
の

後
始
末
─
海
洋
放
出
に
反
発
す
る
太
平
洋
諸
島
の
人
び
と

の
声
」『
３
・
11
か
ら
の
平
和
学
─「
脱
原
子
力
社
会
」へ
向

け
て
』（
明
石
書
店
、２
０
２
３
年
）を
参
照
く
だ
さ
い
。
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２
０
２
３
年
10
月
８
日
、
民
衆
交

易
に
関
わ
る
海
外
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
、
日
本
と
韓
国
の
生
協
・

団
体
の
組
合
員
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に

会
す
る
「
民
衆
交
易
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
東
京

で
開
催
し
ま
し
た
。
民
衆
交
易
の
基
本
で
あ

る
「
つ
く
る
人
と
食
べ
る
人
が
直
接
会
う
こ

と
」
が
で
き
な
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

私
た
ち
は
、
迷
う
こ
と
な
く
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
企
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
創
業
者
の
堀
田
正
彦

さ
ん
、
前
副
社
長
の
秋
山
眞
兄
さ
ん
、
そ
し

て
前
社
長
の
生
田
喜
和
さ
ん
を
相
次
い
で
失

い
ま
し
た
。
民
衆
交
易
の
担
い
手
は
、
マ
ス

コ
バ
ド
糖
の
最
初
の
輸
入
か
ら
30
有
余
年
の

時
を
経
て
、
民
衆
交
易
創
成
期
に
関
わ
っ
た

方
々
が
ど
ん
な
思
い
や
決
意
を
も
っ
て
こ
の

稀
有
な
事
業
を
始
め
た
の
か
を
知
ら
な
い
世

代
に
代
わ
り
、
当
時
の
話
を
聞
く
機
会
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
民
衆
交
易
の
始
ま
り

の
物
語
、
そ
し
て
各
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
、
日

本
や
韓
国
の
消
費
者
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
や
近
況
の
報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
、
様
々
な
感
想
、
意

見
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
ひ

と
き
わ
反
響
が
大
き
か
っ
た
の
が
、
一
般
社

団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
顧
問
の
行
岡
良
治
さ

ん
の
、
民
衆
交
易
が
産
声
を
あ
げ
る
ま
で
の

葛
藤
に
満
ち
た
、
次
の
よ
う
な
報
告
で
し
た
。

組
合
員
の
想
い
と
覚
悟

　

１
９
８
５
年
、
砂
糖
の
国
際
価
格
の
大
暴

落
を
受
け
、
砂
糖
の
島
と
呼
ば
れ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
多
く
の
人
び
と
が

飢
餓
に
瀕
し
ま
し
た
。
堀
田
正
彦
さ
ん
と
ネ

グ
ロ
ス
の
ア
ラ
ン
・
シ
ー
さ
ん
が
、
ネ
グ
ロ

ス
の
人
び
と
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
の
前
身
で
あ
る
共

生
社（
共
生
社
生
協
連
合
）と
、
ち
く
れ
ん（
福

岡
地
区
事
業
生
協
連
合
）に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
マ
ス
コ
バ
ド
糖
は
よ
く
も
ま
あ
、
こ

ん
な
に
色
ん
な
も
の
が
入
る
な
と
い
う
ぐ
ら

い
不
純
物
だ
ら
け
で
し
た
。
当
時
の
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
専
務
だ
っ
た
兼
重
正
次
さ
ん
は
、

ネ
グ
ロ
ス
の
人
び
と
の
連
帯
の
た
め
に
砂
糖

を
取
り
扱
い
た
い
が
、
こ
れ
は
と
て
も
組
合

員
に
配
達
で
き
な
い
と
考
え
、
品
質
改
善
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
一
方
の
行
岡
さ
ん
は

組
合
員
か
ら
届
く
品
質
の
問
い
合
わ
せ
に
、

「
ネ
グ
ロ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
て
死
ん

で
る
ん
だ
ぞ
」
と
答
え
に
な
ら
な
い
答
え
で

対
応
し
た
そ
う
で
す
。

　

マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
理
事
会
で
全
員
が
賛
成

し
ま
し
た
が
、
行
岡
さ
ん
は
そ
の
場
に
い
た

方
々
に
こ
う
伝
え
ま
し
た
。「
だ
け
ど
、
良

い
こ
と
を
す
る
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
小

さ
な
子
ど
も
が
飢
え
て
死
ん
で
い
る
。
そ
の

様
子
を
見
て
い
る
兄
や
姉
は
、
こ
ん
な
悲
惨

な
状
況
を
憎
ま
な
い
わ
け
が
な
い
。
ネ
グ
ロ

ス
の
子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
の
お
金
が
、

山
に
こ
も
る
ゲ
リ
ラ
の
銃
に
化
け
、
誰
か
を

殺
す
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
て

い
る
こ
と
が
暴
力
の
も
と
。
砂
糖
を
買
っ
て

支
え
る
こ
と
で
暴
力
が
な
く
な
る
。
だ
が
、

人
殺
し
が
道
具
を
持
つ
こ
と
を
助
け
る
こ
と

に
も
な
る
。
そ
の
こ
と
を
覚
悟
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
救

う
こ
と
が
大
事
な
の
だ
」
と
。
ま
た
、
組
合

員
が
実
際
に
ネ
グ
ロ
ス
に
行
っ
て
現
場
を
確

認
し
た
時
、
子
ど
も
た
ち
が
栄
養
失
調
で
お

な
か
を
膨
ら
ま
し
、
手
足
は
枯
れ
木
の
よ
う

に
細
く
、
抱
き
上
げ
る
と
紙
袋
の
よ
う
に
軽

か
っ
た
と
涙
し
、「
も
っ
と
他
に
も
や
れ
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
」
と
語
っ
た
そ
う
で
す
。

「つながる、共感する、助け合う」
─民衆交易フォーラム報告
山下万里子／やました・まりこ
㈱オルター・トレード・ジャパン 代表取締役社長

民衆交易に関わる生産者・消費者、約150名が集合。

民衆交易の始まりを語る行岡良治氏。

　2023年8月末から9月中旬に
かけてインドネシア研修出張に行
きました。主にジャワ島東部シド
アルジョを拠点としていましたが、
気候は蒸し暑く、夜も30℃近く
ある日が続きます。一方で屋内は、
時間を問わず冷房がガンガンに利
いている、そのような印象が残っ
ています。私が宿泊していた宿も、
冷房を利かせたままにしないと夜
は寝付きにくいという状況でした。
　ある夜、暑さで何度も目を覚ま
しました。いつの間にか冷房が切れており、リモコンのボタ
ンを押しても電源が入らず、故障かなと思いました。しかも
部屋の電気も点きません。しかし、廊下も他の部屋も電気が
点いていました。ブレーカーが落ちたわけではなさそうなの
で、管理人を訪ねましたが不在。廊下にあった椅子で少し休
んでいましたが、耐えかねて、まだ灯りが見える部屋の宿泊
者に助けを求めることにしました。宿泊者たちは、夜中に見
ず知らずの外国人の発言を熱心に理解しようとしてくれまし
たが、5名程に話しかけてようやく言葉が通じる方と出会い
ました。彼は「この宿の電気はチャージ制なんだよ。君の部
屋のメーターを見に行こう」と私に言いました。私の部屋の
メーターは0になっていました。
　後日知りましたが、インドネシアの電気代は前払い制です。
宿の電気はインドネシア国営電力会社（PLN）のメーターを
使っていたので、PLNのアプリを使って希望する金額をチャ
ージしないと電気の使用が再開できないのでした。チャージ
制だと教えてくれた彼のアプリ経由で電気料金のチャージを
させてもらったおかげで、残りの滞在期間は、夜中に椅子で
寝ることはありませんでした。

電気を求めて
鐘ヶ江良亮／かねがえ・りょうすけ
㈱オルター・トレード・ジャパン　商品部

宿の電気メーター。

人
の
連
帯
か
ら
始
ま
る
民
衆
交
易

　

そ
れ
ぞ
れ
片
方
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な

い
け
れ
ど
、
足
り
な
い
も
の
を
足
し
合
わ
せ

て
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
民
衆
交
易
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
、
行
岡
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
こ
の
よ
う
に
語
ら

れ
ま
し
た
。「
民
衆
交
易
は
、
は
じ
め
に
モ

ノ
じ
ゃ
な
い
。
人
間
の
連
帯
が
あ
り
、
ト
レ

ー
ド
が
あ
る
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
モ
ノ
が

あ
る
。
人
間
の
連
帯
が
必
ず
し
も
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
民
衆
交
易
は
モ
ノ
が
最
初
じ
ゃ

な
い
、
人
間
と
人
間
の
連
帯
。
そ
れ
を
心
に

置
い
て
ほ
し
い
」。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
時
を
同
じ
く
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区

へ
の
攻
撃
が
始
ま
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
の
出
席
者
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
や
入
植
者
に
よ
る
長
年
の
人
権
侵
害
の
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
そ
の
会

場
に
い
た
全
員
が
、
一
刻
も
早
い
停
戦
と
、

人
び
と
が
普
通
に
暮
ら
す
権
利
を
一
日
も
早

く
回
復
で
き
る
こ
と
を
願
っ
た
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｊ
は
、
民
衆
交
易

と
い
う
事
業
を
通
し
て
、
人
び
と
が
つ
な
が

る
場
を
創
り
、
共
感
し
励
ま
し
合
い
、
助
け

合
う
こ
と
を
継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

す
る
、
そ
ん
な
橋
渡
し
を
す
る
役
割
な
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

■



編 集 後 記

15 142024.02.01   HALINA 52 2024.02.01   HALINA 52

2024年2月号　vol.02-no.52
2024年2月1日発行

HALINA

今号の編集会議では、特別報告の中でイ
スラエル国内での反戦の動きも取り上

げたい、という議論もあった。誌面の都合な
どで叶わなかったが、編集作業中の12月末、
イスラエルの18歳の青年が良心的徴兵拒否
のために、軍事刑務所での30日間の拘留を
言い渡されたというニュースが飛び込んでき
た。「私は暴力による安全保障を信じることを
拒否する。報復戦争に加わることを拒否する。

（中略）私は、継続する抑圧や流血の連鎖に加
担したくない。解決のための直接的な働きを
したい。だから（徴兵を）拒否する」という彼
の声明は波紋となって世界に広がった。戦時
体制にある国家の内部で声を上げることにど
れほどの勇気がいるか。遠く離れた「安全な
場所」にいる私たちができることはまだまだ
あるはずだ。（野川）

２023年末、パレスチナ・ガザ地区で行
われていることはジェノサイドである

とし、南アフリカがイスラエルを国際司法裁
判所に提訴した。この審理が1月11日から始
まり、その様子はオンラインで生中継された。
初日は南アフリカからの弁論で、彼らの言葉
には「人間であれ」「人間の尊厳を守る」そう
いった強い意志が感じられ、心に響いた。し
かし、翻って西側諸国、日本の対応はどうだ
ろうか。私自身が日本国籍を持つ限り、いや
国籍を放棄したとしても、日本にルーツを持
つ者としての責任は断ち切れず他者や他国の
奮闘に感動していればいい立場ではない。今
号は連帯の力を信じるストーリーに溢れてお
り、私にできることは世界の人びとと連帯し、
それを絶やさないことだという気持ちを強く
した。（松村） 
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ア
ジ
ア
の
平
和
や
発
展
に
尽
く
し

た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
、「
ア
ジ

ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も
呼
ば
れ
る

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
。
第
65
回
と
な
る

２
０
２
３
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
で

あ
るPerm

atil

の
代
表
、
エ
ゴ
・
レ

モ
ス
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
のPerm

atil

が
継
続
し
て
開
催

し
て
い
る
パ
ー
マ
・
ユ
ー
ス
・
キ
ャ

ン
プ
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
若
者
が

パ
ー
マ
カ

〈
注
〉

ル
チ
ャ
ー
を
実
践
的
に
学

べ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
２
０
２
３

年
は
、
３
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
バ
ウ
カ
ウ
県
、
オ
エ

ク
シ
・
ア
ン
ベ
ノ
特
別
行
政
区
で
行

わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
「
私
た
ち
は
水

と
大
地
を
守
る
た
め
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
の
各
地
域
か
ら
参
加
し
た
若
者

た
ち
が
、
有
機
農
業
保
全
・
水
源
保

全
・
土
壌
保
全
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
学
び
ま
し
た
。 

　

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
が
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
コ
ー
ヒ
ー
産
地
・
エ
ル
メ
ラ
県
の

若
者
た
ち
は
、
各
自
の
希
望
や
特
性

か
ら
ど
の
分
野
で
学
ぶ
か
チ
ー
ム
で

話
し
合
い
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
、
後
に
他
の

メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
エ
ル
メ
ラ
の
チ

ー
ム
と
し
て
包
括
的
な
学
び
を
得
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
単
純
な
個
々
の

学
び
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協

力
し
て
地
域
の
環
境
保
全

に
向
け
て
行
動
す
る
た
め

の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

私
は
各
グ
ル
ー
プ
を

少
し
ず
つ
見
学
し
な
が

ら
、
主
に
水
源
保
全
の
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
間

違
い
な
く
運
動
量
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
！　

ま
ず
は
座
学

（
と
言
っ
て
も
青
空
の
フ
ィ
ー

ル
ド
の
下
で
）で
、
水
を
蓄

え
る
働
き
を
す
る
植
物
や

動
物
の
働
き
な
ど
水
源
保

全
に
関
わ
る
知
識
を
学
び
、
そ
の
後
、

過
去
にPerm

atil

が
水
源
保
全
を

実
施
し
た
場
所
ま
で
歩
い
て
見
学
に

行
き
ま
し
た
。
こ
の
道
の
り
が
な
か

な
か
険
し
く
、
小
川
を
越
え
、
長
い

登
り
坂
、
と
き
に
急
な
斜
面
を
登
り

ま
し
た
。
町
歩
き
の
格
好
の
女
の
子

が
手
も
つ
か
ず
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
っ
と

斜
面
を
上
が
る
姿
に
は
「
お
お
、
ま

る
で
ヤ
ギ
。
や
は
り
テ
ィ
モ
ー
ル
の

人
は
山
の
人
だ
」
と
心
の
中
で
妙
に

納
得
し
て
い
ま
し
た
。
か
と
思
え
ば

逆
に
、
山
歩
き
に
不
慣
れ
な
女
の
子

に
手
を
差
し
伸
べ
る
姿
や
「
あ
と
少

し
！
」
と
周
り
が
励
ま
す
姿
も
あ
り

ま
し
た
。
普
段
関
わ
り
合
う
こ
と
の

少
な
い
他
の
地
域
か
ら
の
若
者
同
士

が
汗
を
流
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と

は
、
よ
り
広
い
視
野
と
つ
な
が
り
を

持
つ
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
参
加
の
若
者

た
ち
と
協
力
し
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
な
が
ら
、
エ
ル
メ
ラ
で
多
様
な
野

菜
や
果
物
の
育
苗
や
在
来
の
種
子
の

調
査
と
保
管
、
水
源
や
土
壌
の
保
全

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

（
松
村
多
悠
子

／
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局
）■

仲
間
と
共
に
学
び
、地
域
の

た
め
に
行
動
す
る
若
者
た
ち

を
応
援
し
て
い
ま
す

From
 East Tim

or
東

テ
ィ

モ
ー

ル

水源の周りに石を敷き詰め、保水力の高い植物が周りに植えられています。

オエクシ・アンベノでのキャンプ最終日に振り返りをしているところ。

事務局の動き（2023年7月～2023年12月）

7月 4日 原町聖愛こども園、聖愛ちいろば園（福島県南相馬市）、二本松有機農業研究会を訪問しました。

7月 8日 つながりインターンシップ・キックオフ集会（オンライン）に参加しました。

7月 14日 東京DEW「バナナカレー＆トークイベント」を開催しました。

7月 23日 エコルシェスタンド・トークセッションに参加しました。

7月 25日 KR-RC理事会（オンライン）に参加しました。

7月 28日 バナナビール・キックオフミーティングに参加しました。

7月 29日 「清澄白河ピース・マルシェ」にPtoP Caféで出店しました。

8月 5日 まちの駅八王子CHITOSEYA主催「八王子まつり」に参加しました。

8月 17日 KF-RC理事会（オンライン）に参加しました。

8月 20日 ぽこぽこバナナプロジェクトで小学生対象バナナワークショップを開催しました（協力：千葉商科大学小口ゼミ）。

8月 22日 川本学童（埼玉県深谷市）でバナナアートワークショップを開催しました。

8月 24日 パルシステム東京の本部にて、規格外バランゴンバナナを使ったバナナジュースを販売しました。

8月
9月

29日〜
9日

フィリピン（ミンダナオ、ネグロス）に出張しました。

9月 16日 二本松ソーラーシェアリング見学会＆交流会を開催しました。

9月 23日 理事会・評議員会を開催しました。

9月 30日 「『街の灯』チャリティーバザー」にPtoP Caféで出店しました。

10月 5日 川村学園女子大学で講義しました。

10月 8日 「2023麦の収穫祭」にPtoP Caféで出店しました。

10月 13日 新潟食料農業大学主催「2023年度第2回アグロフードセミナー〜食がつなげるサステナブルな地域づくり〜」に
登壇しました。

10月 15日 「つながる2023秋」（鳥取県東伯郡）に参加しました。

10月 20日 グリーンコープ主催fromネグロス学習会で講師を務めました。

10月 21日 NPO法人チーム1.5おおいた主催講座「食から考える環境のおはなし」で講師を務めました。

10月
11月

26日〜
21日

グリーンコープ主催fromネグロスセミナーで講師を務めました（おかやま、(島根)、ふくおか、やまぐち、おおさか、
おおいた、ひろしま、みやざき、さが、くまもと東、くまもと西）。

10月 27日 りそなアジア・オセアニア財団主催「第6回環境事業ワークショップ」に参加しました。

10月 29日 ぽこぽこバナナフォーラムを開催しました。

10月 30日 「雑貨市」（神奈川県大和市）に参加しました。

11月 3日 「第25回 夢広場 町田発国際ボランティア祭り」に出店しました。

11月 8日 新潟食料農業大学で講義しました。

11月 18日 「いちょう祭り」（東京都八王子市）に参加しました。

11月 25日 「2023江東区ボランティアまつり」にPtoP Caféで出店しました。

11月 25日 ワーカーズコープはじめの一歩（埼玉県深谷市）でバナナワークショップの講師を務めました。

11月 27日 目白大学で講義しました。

11月 29日 パルシステム東京・東大和委員会でカカオワークショップの講師を務めました。

11月 29日 立教大学大学院で講義しました。

11月 30日 パルシステム神奈川・高津地区くらぶでカカオワークショップの講師を務めました。

12月 1日 筑波大学で講義しました。

12月 2日 多摩市消費生活センターで親子対象のカカオワークショップの講師を務めました。

12月 2日 「国際有機農業映画祭」にブース出店しました。

12月 3日 「自由学園協力会バザー」にPtoP Caféで出店しました。

12月 4日 KF-RC理事会（オンライン）に参加しました。

12月 8日 パルシステム埼玉平和募金贈呈式に出席しました。

12月 8日 理事会・評議員会を開催しました。

12月 9日 エコギャラリー新宿で小学生対象のカカオワークショップの講師を務めました。

12月 13日 オンラインセミナー「パレスチナのオリーブ生産者は今」をATJと共催しました。

12月 17日 「清澄白河ピース・マルシェ」にPtoP Caféで出店しました。 

12月 20日 パルシステム東京・久が原委員会でコーヒー講座の講師を務めました。

12月 23日 「新宿SDGsフェス2023」にPtoP Caféで出店しました。

12月 28日〜 冬季休業

ぽこぽこバナナプロジェクトでは、公開ミーティングを毎月1回開催、
baba kitchen（東京都新宿区）に第2・第4土曜に出店しています。
公開ミーティングに参加希望の方は、事務局・福島（tomoko@apla.jp）までご連絡ください。Zoom情
報をお届けします。

　

事務局からお知らせ

〈
注
〉人
間
に
と
っ
て
の
恒
久
的
持
続
可
能
な
環
境
を
つ
く
り

出
す
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
体
系
の
こ
と
で
、パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
は
、パ
ー
マ
ネ
ン
ト（
永
久
の
）と

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー（
農
業
）、パ
ー
マ
ネ
ン
ト
と
カ
ル

チ
ャ
ー（
文
化
）か
ら
造
ら
れ
た
言
葉
。自
然
の
シ
ス
テ

ム
の
観
察
と
昔
か
ら
の
農
業
の
や
り
方
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
智
恵
、そ
し
て
現
代
の
科
学
的
・
技
術
的
知
識

を
基
盤
と
す
る
。



APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、サポーター制度を導入し、「マンスリーサポー
ター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧ください。リ
ーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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APLA 検索

撮影場所

大韓民国
Republic of Korea

01	�������������ソウル市内の屋台。ストリートフードの中でも私の一番の好物はトッポッキ！〈Ahn〉

02	�������������「公益活動家のための食卓（Gong-tak）」では、毎月様々な社会活動家を招いて、彼/彼女たちを激励するために手作
りの料理をご馳走している。写真は、ある財団のガーデンパーティーで料理をふるまっているところ。〈Ahn〉

03	�������������江華島のお豆腐生産者の庭にある壺（ハンアリ）。お味噌やお醤油、コチュジャンやキムチの保存用として使う。〈鈴木〉

04	�������������チュンジュ市の生産地訪問。この日はオーガニック認証のある畑でじゃがいも掘り。生産者と消費者、都市と農村、
世代をつなぐ大切な交流。〈鈴木〉

05	�������������韓国といえば、キムチ。毎年11〜12月のキムジャン（キムチを漬けるシーズン）では、大量の塩漬け白菜に、粉唐辛子
と魚介類の塩辛を使ったヤンニョムを塗り込む作業をする。じっくり発酵させたキムチの味は格別！〈鈴木〉

01 02

03 04 05

［撮影者］

アン・ミンジ／ Ahn Minji
民衆の公正交易協同組合

鈴木あゆみ／すずき・あゆみ
ハンサリム・スウォン生協理事


